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これまで、著者らは、小学校４校の５年生と６年生にインターネットを用いた検索テス

トを実施し、その検索テストの得点を子どもたちの情報環境や「学力」と詳細に比較・検

討し、報告した。[1] 検索テストを実施した４校の中から、検索に関する系統だった指導を

行っていない学校を選び、５年生と６年生の時の二カ年にわたって、同じ検索テストを実

施し、子どもたちの「情報検索能力」の変容の実態を明らかにすることを試みた。５年生

の時に比べて、６年生の時の検索テストの平均値が、いずれのクラスにおいても、有意に

向上しているという結果を得た。得点の上昇の原因が、子どもたちの一年間の「経験知・

日常知」の向上による検索能力・スキルの向上によるものか、それとも、それ以外の検索

システムの機能の向上などによるものかを検討した。 

 
キーワード：情報検索能力、経年変化、情報環境、学力、経験知・日常知 

 

1. 研究の目的 

 Web 上の膨大な「情報」から自分の目的と

する情報を素早く的確に探し出す能力（ここで

は情報検索能力とよぶ）は、現在の高度情報通

信社会において、すべての子どもたちに身に付

けさせたい能力の一つとなっている。 

本論文では、５年生の時に検索テストを受け

た６年生の子どもたちに、同じ検索テストを実

施し、一年間の間に子どもたちの「情報検索能

力」がどのように変容するのかを明らかにする。 

今回、選んだ学校（合計５クラス）では、授

業の中でインターネットを使うことはあって

も、学校や学年で統一した指導案などに基づい

た系統だった指導は行われていない。（これら

の子どもたちには、５年生のときに一度同じ問

題の検索テストを実施しているが、答えは公表

していない。） 

５年生のときに検索テストを受けた６年生

の子どもたちに対して、同じ検索テストを実施

したところ、いずれのクラスの平均値において

も有意に得点の上昇が見られた。この得点の上

昇の要因を明らかにするために、子どもたちに、

再度、「情報環境」のアンケートを行った。ま

た、既存の「学力」との相関を詳細に検討する

とともに、担任への聞き取り調査を行った。 

 

２. 研究の方法 

平成 16 年度と平成 17 年度に検索テスト

を行った３クラス（合計 93 名）をグループ A、

平成 17 年度と平成 18 年度に検索テストを

行った２クラス（合計 75 名）をグループ B と

し、いずれのグループの児童にも、二年間に渡

って同一の検索テストを実施した。（A グルー

プのそれぞれのクラスを A-1, A-2, A-3、B グ
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ループのそれぞれのクラスを B-1, B-2 と記

述する。） 

グループ A とグループ B、合計５クラスに、

表１のような時期に検索テストを実施した。 

 

表１ 検索テストの実施時期 

学年 グループ A 学年 グループ B 

５年生 H 16 年 11 月 ５年生 H17 年 5 月 

６年生 H 18 年 2 月 ６年生 H18 年 4 月 

 

  一年間の子どもたちの「情報環境」の変容

を調べるために、子どもたちの家庭における

PC やインターネットの環境、パソコンの使用

時間、得意意識、そして、インターネットの

検索を行っている週あたりの時間についてア

ンケート調査を実施した。 

  また、検索テストと既存の「学力」との関

わりを調べるために、国語や算数の学力テス

トの得点との比較・検討を行った。（グループ 

A には、平成 17 年度の 1 学期に行われた統一

学力テストの成績を、グループ B には、５年

生一年間のワークテストの結果を用いた。） 

  検索テストと子どもたちの情報環境や「学

力」との関わりを明らかにするために、統計

解析ソフト JMP [2] を用いて定量的な解析を

行った。 

  各担任の PC や情報に対するスタンス、授

業における PC の利用や情報検索の頻度など

を明らかにするために、各クラスの担任への

聞き取り調査を行い、検索テストとの因果関

係を分析した。なお、A-2, B-1 クラスは、６

年生の時に担任が交代している。 

 

３. 結果と考察 

３‐１．検索テストの結果 

グループ A の三つのクラスの検索テストの

平均値は、表２に示すように、いずれのクラス

においても学年進行に伴って、有意に向上して

いることが分かる。（グループ A 93 名の検索

テストの得点の平均点は、平成16年度の14.41

（標準偏差 13.56）から平成 17 年度には 27.64

（標準偏差 17.34）へと有意に向上している。） 

グループ B のニつのクラスの検索テストの

平均値も、表に示すように、有意に向上してい

る。（グループ B 75 名の検索テストの得点の

平均点は、平成 17 年度の 15.95（標準偏差 

11.93）から平成 18 年度には、29.16（標準偏

差 15.34）へと向上している。） 

 

表２ 検索テストの得点のクラスごとの平均値の経年変

化（括弧の値は標準偏差） 

  ５年生 ６年生 

A-1 
16.55 

(14.21) 

28.33 

(15.33) 

A-2 
15.31 

(13.19) 

29.67 

(18.66) 

A-3 
11.94 

(13,27) 

24.00 

(17.93) 

B-1 
13.78 

(11.63) 

28.33 

(14.04) 

B-2 
18.11 

(11.98) 

30.00 

(16.67) 

 

 表３に、それぞれのクラスの子どもたちの二

年間にわたる検索テストの得点同士の相関係

数、検索テストと国語および算数の「学力」テ

ストの点数との相関係数を示す。括弧の値は、

有意確率 95 % における p 値である。 

 二回の検索テストの得点は、A-1 クラスを除

いて、有意な相関が認められる。特に、A-2 ク

ラスにおいては、相関係数が 0.716 という高

い値になっている。 

 また、検索テストの得点と国語および算数の 

学力テストの点数は、A-2 クラスの国語、B-1 
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表３ 二回の検索テストの相関係数、検索テストと国語や

算数の学力テストの点数との相関係数（括弧は p 値） 

  

５年と６年

の検索 

検索と国

語 

検索と算

数 

A-1 
0.302 

(0.112) 

0.390 

(0.037) 

0.467 

(0.011) 

A-2 
0.716 

(0.000) 

0.245 

(0.218) 

0.439 

(0.022) 

A-3 
0.579 

(0.001) 

0.497 

(0.006) 

0.512 

(0.005) 

B-1 
0.505 

(0.002) 

0.452 

(0.006) 

0.3131 

(0.063) 

B-2 
0.584 

(0.000) 

0.593 

(0.000) 

0.460 

(0.004) 

 

クラスの算数を除いて、有意確率 95 % で、い

ずれのペアにおいても有意な相関が認められ

た。これらの結果（クラスによって、国語より

算数の相関係数の方が大きくなっているケー

スもあるが）は、すでに報告してある小学生の

データ [1] と矛盾しない。 

 いずれにしても、国語や算数の学力テストの

点数の高い児童が、検索テストでも高得点をと

る確率が高いことが分かる。 

  ５つのクラスにおいて、検索テストの得点

が上昇した児童、変わらなかった児童、下がっ

た児童の人数をそれぞれの割合とともに、図１

に示す。 

  いずれのクラスにおいても、65 % から 80 % 

の子どもたちが、６年生の時の検索テストの得

点が５年生の時の得点に比べて上昇している

ことが分かる。検索テストの得点が下がった児

童の割合は、A-1 クラスで 20 % 近くに達して

いるが、その他のクラスでは 10 % 以下である。

（50 点も得点が上昇した児童がいる一方、30 

点も減少した児童もいる。） 

  図２に、A-1 と A-2 クラスの二年間にわた 

る検索テストの得点の相関を調べた図を示す。 

   図１ 二回の検索テストの得点の変化 

図２ A-1（上）, A-2（下） クラスの二年間にわたる検索テ

ストの得点の二変量解析 

 

これら２つのクラスの５年生と６年生の検

索テストの平均値は、表２に示す通り、いずれ

も極めて近い値であるが、A-1 は２回の検索テ

ストの間に相関が認められなかったクラスで
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あり、A-2 は最も強い相関が認められたクラス

である。 

 図２を詳しく解析することにより、個々の子

どもたちの一回目（５年生）と二回目（６年生）

の得点の変動を追いかけることができる。A-2 

クラスは、６年生の時に担任が代わっており、

担任の「情報に関する知識やスキル、指導方法」

などが、子どもたちの二回目の検索テストの得

点にどのような影響を与えたのか興味深いと

ころである。 

３‐２．得点上昇の要因の一考察 

検索テストの実施に加えて、２年間にわたっ

て子どもたちの情報環境に関するアンケート

を実施した。 

A-1 クラスにおけるアンケート調査の結果

は、次のようなものであった。 

PC の保有率やインターネットへの接続の環

境は一年間の間に大きな変化はみられなかっ

た。 

一方、週あたりのパソコンの使用時間は、１

時間以上使っている子どもたちの数が、５年生

の時の６名から６年生の 15 名へと増加して

いる。また、インターネット検索を行っている

割合も５年生の時の 13 名から６年生の 21 

名へと増加している。このように、一年間の間

に、自宅や学校でパソコンを使う時間が増え、

インターネットの検索機能を利用する頻度も

増えていることが分かる。このようなインター

ネットの利用頻度の増加が、６年生における検

索テストの向上の一要因となっているものと

考えられる。 

一方で、「パソコン等に対する得意意識」を

持っていた児童が、22 名から 18 名へと減少

している。このように、学年進行に伴って苦手

意識の児童が増える傾向は、A-2 クラス（26 -> 

21）、A-3 クラス（17 -> 16）においても見ら

れる。 

この事実は、しっかりとした指導案に基づく

指導なしには、こどもたちの早い段階で「パソ

コン嫌い」「情報嫌い」を増やしかねないこと

を示している。 

この間の研究の過程で、検索エンジンの機能

向上により、前回は簡単には見つからなかった

情報が、同じキーワードでも、瞬時に検索され、

表示されることあるが分かっている。また、昨

今の市町村合併により新しい地名が次々と誕

生し、同じキーワードを用いても、これまでと

は全く違う情報が表示されることもある。 

検索テストの得点の経年変化を調べる際に、

このような検索エンジンの機能の向上や社会

の変化に伴って新しくデータベース化された

情報による検索テストの得点の上昇への寄与

を切り分けることが大切と考える。（こうした

影響を最小限に抑えるような問題文の作成も

必要となっている。） 

今後、子どもたちの「経験知・日常知」の伸

びとは具体的にどのようなものであり、どのよ

うな尺度で量ることができるのか。また、検索

頻度の増加や検索スキルの体得とは区別され

る「経験知・日常知」の実態とは何なのかを明

らかにしたいと考えている。 
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